
  

 ８日： 寒露          

１５日： 新月 旧 ９月 １日 

２３日： 霜降 

２９日： 満月 旧 ９月 １５日 

 

 １９９３年１０月１日３３歳の時、１０年勤め

た会社を辞して自転車を担いで女満別空港に降り

立った。あれから３０年。北海道の地で今年も無

事に豊穣の秋を迎え芋の選別箱詰作業、ビーツの

収穫選別と忙しない日々を送っている。 

そう言えば、１９９３年は冷夏で全国的に米が不

作、タイ米を輸入した年。今年は記録的な猛暑。 

 ８月中に収穫が終わった各種食用芋。１０月７

日、選別箱詰作業を終了することが出来ました。 

出来量は、表の様に昨年より減量になりました。 

記録的な暑さで疫病の発生が早かった様に思う。 

 9月末には、赤ビーツの収穫も始めました。畑の

乾き具合を見て、芋の選別をしたり、ビーツの収穫をしたりと目まぐるしい４日間。今年は、ビー

ツの種蒔きを４月中旬と５月中旬の２回にしたため、塔立ちが大分少なくなり、大きさも手頃な物

が多くなった気がします。２反程の面積ですが収穫量は４トン半程あります。これから選別して大

きさを分けて行きます。（播種量は１２８穴育苗トレーの枚数です。） 
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有機の芋の反当りの出荷量を

過去と比べて見ると 5種類の芋

全てが減収しました。その原因

を猛暑や疫病としていますが、

越冬エン麦の栽培により窒素

飢餓が発生したとも考えてい

ます。未分解の有機質を畑に入

れる場合には微生物が活動す

るための十分な養分を入れて

あげないと畑の養分を微生物

が使ってしまい結果的に畑の

養分が減り、今年の様な減収が

起こったとも考えられます。注

意しないといけない。 



一般圃場での越冬エン麦栽培 

２０２３年 １０月 

昨年、有機圃場で行った越冬エン麦の栽培を今年は一般圃場に拡大しようと思い予定していた場

所は、秋播き小麦の収穫後の圃場で住宅の前になりました。 

 普通は、小麦を収穫したら直ぐに緑肥を播いて

生育した緑肥を９月末頃に畑にすき込んで土が

露出した状態で冬を迎えます。 

 越冬エン麦の場合は、小麦畑の様に畑が青々し

た状態で冬を迎える様になります。雪の下になっ

たエン麦は雪解けの頃にはすっかり枯れていま

す。この状況が土づくりに良い様に感じられるの

で実践拡大しています。 

今年は、秋播き小麦収穫後、麦稈ロールを運び

出して小麦の残った殻を粉砕して春から調整し

ている牛糞堆肥と醗酵鶏糞を散布。ソイルクラン

ブラで畑にすき込んでいます。一部、この秋に小

麦の連作になる部分には、マメ科の緑肥豆助を播

種しています。左の写真、豆助を播いたのは写真

の右側の緑部分。左側は何も播いていないのです。

この緑は何だと思います？従来の様に小麦の収

穫後直ぐに緑肥を播いていると気づきにくいの

ですがこの緑は、収穫機から落ちた小麦。特に細

麦。これが生育して緑になっているのです。秋播

き小麦であるということは、この緑は来年夏まで

生育し、来年春の作物の栽培には邪魔になります。 

野良小麦の生育を阻止する為に８月９月の 2 ヶ月で９回作業機を入れています。それも殆ど夜。 

９月２４日２５日に緑肥エン麦を播種するための整地作業を夜行い、２６日夕方からライムソアー

でエン麦の播種作業を行いました。翌日、ロータリー掛け専門の出面さんにお願いして播種したエ

ン麦を畑にすき込んで貰いました。 

住宅前の小麦跡や有機圃場の柔らかそうな緑に心癒されている秋。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般小麦跡のエン麦（左）と秋播小麦（右）         有機 JAS圃場のエン麦 


